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研究成果の概要（和文）： 
グナーディヤ作『ブリハット・カター』(2〜4 世紀?)は、原本は失われ、後代の諸伝本が現存
する。本研究では、現存する唯一の完本で、いずれも 11 世紀にカシミールで成立したクシェー
メーンドラ作『ブリハット・カター・マンジャリー』とソーマデーヴァ作『カター・サリット・
サーガラ』の枠物語の構成と挿話を比較分析した。その結果、共通典拠であるカシミール・ブ
リハットカターの忠実な簡約版を作成したクシェーメーンドラに対し、ソーマデーヴァは主人
公の王子の活躍に重点を置き、内容に大きな変更が生じない程度に作品の再構成を試みたこと
が分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The Brhatkatha of Gunadhya, thought to have originated between the 2nd and 4th centuries 
AD, plays a central role in Indian folklore. The original has been lost, but the story 
exists in a number of versions. This research is a comparative analysis of the only two 
complete extant versions, the Brhatkathamanjari of Ksemendra (1037) and the 
Kathasaritsagara of Somadeva (1063-1081); both are from Kashmir and derive from the 
Kashmir Brhatkatha, which is also lost. This research compares the structures of the main 
plot, and also the content of the additions made to both versions. It finds that while 
Ksemendra has produced a faithful simplified version of the Kashmir Brhatkatha, Somadeva 
has attempted a restructuring of the story that gives a prominent role to Prince 
Naravahanadatta while minimizing the changes to the plot. 
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１．研究開始当初の背景  
インド古代説話集、グナーディヤ作『ブリハ
ット・カター(偉大なる物語)』(以下 BK、2
〜4 世紀?)は、ヴァッツァ国王ウダヤナの息
子ナラヴァーハナダッタが数々の恋愛、冒険
を経て、ヴィディヤーダラ(半神族の一種)の
転輪王になるまでの経緯が綴られている。BK
はインド説話文学(いわゆる Katha文献)の中
核をなす作品であり、また世界最大の説話集
でもある。インドの二大叙事詩マハーバーラ
タとラーマーヤナと並び、インド文学史、イ
ンド文化史を解明する上で極めて重要な作
品といえる。この BK 原本は失われたが、後
にネパール伝本『ブリハット・カター・シュ
ローカ・サングラハ』(BKSS、9 世紀)、カシ
ミール伝本『ブリハット・カター・マンジャ
リー』(BKM、1037 年)と『カター・サリット・
サーガラ』(KSS、1063-1081 年)、ジャイナ教
伝本『ヴァスデーヴァ・ヒンディー』(VH, 6
世紀? )、タミル伝本 『ペルン・カダイ』(PK, 
8-11 世紀)など BK の要約・改作本が作られ、
現在まで伝えられている。いずれも原 BK の
骨組みを保ちながら、およそ 500 年の時を経
てそれぞれの地域の文化的・社会的背景を反
映した作品群を形成している。 
 これまで、BK 伝本に収められたいくつかの
物語を、カシミール伝本 KSS と BK を中心に
関連作品を比較分析し、各物語の変遷を求め
る研究を行ってきた。その結果、KSS と BKM
は現存しない Kashmirian Brhatkatha (KBK)
を同一の原拠としながら、主話の構成や重要
な挿話には様々な相違が認められた。 
 
２．研究の目的 
 KSS と BKM は、11 世紀のカシミールでほぼ
同時代に成立したにも関わらず、どうしてこ
のような違いが生じたのか？ 
 本研究では、BK 伝本のなかで唯一完本とし
て残っているカシミール系伝本 KSS と BKM を
中心のテキストとし、その枠物語の構成と、
主題に関連して語られる挿話を関連文献と
比較対照しつつ精読・分析し、両伝本の相違
が何を意味するのか、作者ソーメーンドラと
クシェーメーンドラがそれぞれどのような
経緯で、またどのような意図を持って作品を
執筆したのか考察する。 
 本研究を通して、BKM と KSS がどのような
社会的要請のもとで執筆されたのか、11世紀
当代の著名な二人の宮廷詩人がどのような
関係にあったのかを解明したい。 
 
３．研究の方法 
 カシミールの BK 伝本の BKM と KSS はいず

れも全 18巻よりなる大部の説話集であるが、
その枠物語の内容は次の三部分—Ⅰ.BK 起源
譚、Ⅱ.ウダヤナ王行状記、Ⅲ. ナラヴァー
ハナダッタ王子行状記—によって構成されて
いる。このうち、枠物語の中心となる第Ⅲ部、
特に主人公ナラヴァーハナダッタの誕生の
経緯(第4巻)と青年期から結婚の経緯(第7,8
巻)、そして様々な冒険を経た後に、半身族
ヴィディヤーダラの転輪王となったナラヴ
ァーハナダッタが親族一同の前で、自らの半
生を語る場面(第 18,19巻)の構成には両伝本
に大きな違いが認められる。本研究では、こ
れらの不一致が認められる巻を中心に BKMと
KSS の比較分析を進めた。 
 
 (1)基礎研究(テキスト講読):二伝本間に相
違の見られる以上の巻を中心に BKM と KSS の
二テキストを比較しつつ読み進め、両本の相
違を明確にするよう努めた。先行研究により、
原 BK に最も近い内容を保持すると考えられ
る BKŚS とも対照しながら比較分析の基礎デ
ータを収集した。 
 なお、本研究に着手した 2007年に出産し、
諸般の事情から当初の計画を修正する必要
が生じたため、やむを得ず第 18,19 巻の詳細
な分析は次の研究に委ねることとした。 
 
 (2)関連文献・資料の調査と収集 

①写本調査：BKM と KSS、BKŚS などの写
本情報は、近年ヨーロッパや特にインドの
図書館・研究機関で Web での公開がより進
められている。その結果、BKM と KSS につ
いて複数の写本を確認し、そのうちいくつ
かを複写入手した。KSS の一写本は年代の
特定など不明な点が多く、写本の背景につ
いて今後も調査する。 
②関連論文・研究の調査。①とともに随時
複写・購入した。 
 

 (3) 現存テキストの校訂:対象となるテキ
スト講読の際には、これまで入手した写本を
参照し、現テキストの読みに問題がある箇所
を中心に比較・分析を進めた。 
 
４．研究成果 
 
 (1)カシミール伝本の特徴 
 BK のカシミール伝本、BKM と KSS は BK を
再構成し、多くの挿話を加筆した KBK を共
通の原拠とするが、カシミール伝本に共通す
る特徴は以下の４点である。 
① 全 18 巻 
② 時系列編成で、物語の話者は３人称

（ネパール伝本は 1人称）[図 1] 



③ 第 1 巻では BK 成立の由来が語られる
（現存するネパール伝本には対応部
分なし）。ここでは、BK は元来シヴァ
神が王妃パールヴァティーに語った
神聖な物語とされる。BK の本来の内
容には七人の転輪王の物語が含まれ
ており、現在 BK として人々に知られ
ているのは、第七番目の転輪王、Nv
王の物語のみという。 

④ 全体を通じてシヴァ神崇拝 (ネパー
ル伝本 BKSS ではクベーラ神)の記述
が多出。主人公 Nv は出生前にシヴァ
の恩寵によって将来半神族ヴィディ
ヤーダラの転輪王となることが約束
される。  
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(2) クシェーメーンドラの BKM 
 BKM は、典拠である KBK に忠実であり、時
系列に再配列された KBK に残る原 BK(あるい
はネパール系 BK と近い関係にある何らかの
BK 伝本)の名残が見いだされる。従って、BKM
は KBKの原型を知るには重要な作品といえる。 
しかし、KBK 簡約化して執筆する過程で、既
知のエピソードが時に極度に省略されたり、
ある場面の描写に過度な技巧を凝らした長
文が用いられるなど、全体のバランスを欠い
た作品ともなっている。 
 BKM はクシェーメーンドラが詩人としてま
だ駆け出しの頃に、バラモンの要請を受けて
執筆された作品である。作品全体のバランス
を欠いていることから、かなりの短期間に仕
上げたものと思われる。クシェーメーンドラ
はその後の詩人活動で、BKM 以外にも二大叙
事詩や仏教説話集など同様の簡約版を多く
作成した。 
 
(3) ソーマデーヴァの KSS 
 KSSは、BKMとさほど内容的な隔たりはない
ものの、全 18 巻の配列に変更を加えている
のは、大きな特徴である。BKMの内容と対比
して示すと、第一妃との結婚のエピソード
(BKM7)の後に、Nvの恋愛物語(BKM14-16)をま
とめて配置し、第一妃マダナマンチュカー誘
拐にまつわるエピソード(BKM8)、これに直接
関わる(BKM9,11,13)を連続して配列。最愛の

王妃を得て、Nvが大団円を迎え、ヴィディヤ
ーダラの転輪王となる一連のエピソード
(BKM17, 18)、最後に転輪王となったNvが第
一妃マダナマンチュカーをさらわれ失意に
あった時のエピソード(BKM12, 10)を回想の
形で語る（図１参照。なお下線は本研究で両
伝本のテキスト比較を行った部分）。則ち、
ソーマデーヴァはこの再構成によって、主人
公Nvの活躍を中心に据えた物語として、スト
ーリー展開に整合性をもたせ、より適切に配
列することを心がけたと思われる。とはいえ、
この再構成によって時に辻褄の合わない場
面や描写も認められる。こうした箇所をBKM
と比較すると、BKMには同様の矛盾が見られ
ないことがほとんどである。 
 ソーマデーヴァは KSS の冒頭で、執筆に際
する自らの立場を次のように記している。 
 
  実に本書は原本そのままであって、両者

の間には少しも隔たりがない。 
  ただ書物の広がりを縮めたこと、そして

言語が異なっているに過ぎない。 
  (KSS 1.1.10) 
  そして力の及ぶ限り、適合性と（内容の）

整合性を保持し、物語の情趣を損ねない
ように、カーヴィヤの一部を確実なもの
とするのである。(KSS 1.1.11) 

  私は自らの技量について名声を得るた
めにこのように努力するのではない。
様々な物語の網の目の記憶を容易にす
るためである。(KSS 1.1.10) 

 
  また KSS 執筆の目的について、「たとえ一時で

も、（当時の王妃であった）敬虔なスールヤ
ヴァティーの心を喜ばせられるように」(KSS 
Prasasti 11)と巻末の辞でその心情を吐露し
ている。これは、当時カシミールでおこって
いた政情不安 (1063-1081)を背景とする記
述と考えられる。則ち、ソーマデーヴァが仕
えていた王宮ではアナンタ王とその息子カ
ラシャ王子との間に王位継承をめぐる争い
が起きていた。KSS はそのただ中に置かれて
いた王妃にあてて執筆された作品である。
KSS 作品中に、Nv 王子を理想王として描くエ
ピソードや訓戒が見られるのは、こうした社
会的背景も反映しているのかもしれない。 

   クシェーメーンドラとソーマデーヴァはほ
ぼ同時代に活躍した詩人であるが、各詩人が
置かれていた状況と詩人の趣向が BKM と KSS
それぞれに現れていると考えてよいであろ
う。 

   
   以上の研究について、以下の研究会で発表

を行った。 
 

① 柴崎麻穂、説話集『ブリハット・カタ
ー』の伝承—ソーマデーヴァ作『カタ



ー・サリット・サーガラ』の場合、水
野善文氏の科研プロジェクト「多言語
重層構造をなすインド文学史の先端的
分析法と新記述」第３回研究会、平成
22 年 5 月 22 日、東京外国語大学本郷サ
テライト 

② 柴 崎 麻 穂 、「 イ ン ド 古 代 説 話 集
Brhatkatha の伝承―カシミール伝本の
現存写本について―」、写本研究部会研
究会、平成 23 年 10 月 19 日、(財)東方
研究会 

 
 以上の発表内容を含め、現在執筆中の論考
は日本南アジア学会、日本印度学仏教学会な
どに投稿する予定である。 
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